
〈母島

四
月
額
白
、
待
望
の
二
十
万
人
自
の
市
民
が
誕
生
し
ま
し
た
。
二
十
万
人
自
の
市
民
に
な
り
ま
し

た
の
は
、
議
子
一
一
回

i
一
二
に
お
住
い
の
山
口
隆
J

り
さ
ん
つ
ゐ
十
成
)
の
長
女
敦
子
ち
ゃ
ん
ハ
一
二
月

二
十
六
呂
出
生
〉
で
す
。
父
親
の
姥
寸
さ
ん
は
、
「
二
十
万
人
目
に
斗
る
と
は
、
ま
っ
た
く
ラ
ッ
キ

ー
で
す
。
敦
子
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
よ
い
ぷ
念
で
す
」
と
、
そ
の
出
び
宇
一
括
m
っ
て
い
ま
し
た
。
市

で
は
、
去
る
七
釘
加
藤
市
長
が
、
母
親
の
美
智
子
さ
ん
〈
一
一
十
九
段
)
が
期
帰
り
し
て
い
る
虹
ケ
浜

の
実
家
(
竹
内
務
さ
ん
宅
)
を
訪
れ
、
お
祝
い
状
と
色
紙
、
そ
れ
に
惨
な
ザ
一
人
形
を
記
念
品
と
し
て
お

婚
予
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
敦
子
ち
ゃ
ん
を
迎
え
て
、
名
由
民
主
ハ
に
一
一
十
万
都
市
と
な

り
、
核
都
市
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
平
山
雄
市
で
す
。
と
れ
を
契
機
に
行
政
の
見
直
し
も
必
要
と
、

抑
制
市
診
断
を
行
う
ベ
〈
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
こ
の
話
題
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

人a 盟君， 22人
t章構 5告 7告後手葬
仁52年3月 lEi混在〉

よ
ろ
こ
び
の
山
口
ざ
ん
ご
一
家
に
、
記
念
品
を
手
渡
す
加
藤
市
長

一
一
十
万
人
日
U
O市
民
、
次
子
ち
ゃ
ん
よ
り
多
く
用
窓
し
て
斗
新
平
境
計
山
畑
一
何
百
円
十
四
平
方
討
つ
A

再
八
〉
、
は

が
川
正
骨
式
を
地
え
る
と
主
、
ま
た
出
人
白
地
市
Jt-
い
持
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

l
A
上
額
出
九
寸
一
蝦
八
千
五
百
三
十
一

式

を

迎

え

る

二

一

年

後

、

平

家

市

は

と

げ

で

す

。

万

山

一
L
対
し
て
、
一
イ
γ
河
内
十
九
閣
一

う
変
ぽ
γ

つ

し

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

、

イ

ヤ

区

百

一

二

万

円

(

五

台

九

L

九
)
ー
と
い
っ

床
下
、
床
土
泣
水
白
域
~
問
は
な
く
な
っ
え
め
だ
貝
合
い
で
、
事
夜
空
ハ
他
浅
い
投

て

い

る

で

し

ょ

う

か

、

軍

選

議

か

つ

一

喜

一

市

し

て

は

い

ま

す

が

、

こ

れ

は

、

J

付

さ

れ

て

い

る

で

し

ょ

う

か

、

ブ

レ

ハ

川

を

あ

一

民

主

刊

さ

の

伸

草

と

比

べ

τ

ブ
校
舎
は
h

ぽ
く
な
っ
C
い
る
で
し
ょ
ム
コ
ト
ミ
度
料
干
し
み
ま
す
久
け
よ
し
よ
い
敬
言
は

か
、
お
と
し
ょ
の
の
牛
訴
は
、
相
模
川
品
川
協
同
い
え
な
い
も
の
で
す
。
次
の
時
吋
に
嬬

は
、
平
壇
白
浜
は
、
即
小
前
は
、
西
部
丘
え
て
の
向
ぽ
街
づ
〈
り
に
は
、
ち
み
ヨ

践
は
ど
っ
か
、
矢
縦
ぎ
国
に
出
て
く
る
で
は
、
/
F
年
間
叫
す
ナ
め
る
町
山
市
結
合
な
A
査
と
九
州
み
で
…
捕
ま
な
け
れ
ば
な

と
れ
ら
の
問
題
に
、
市
田
取
り
総
本
万
診
断
、
広
域
間
妥
協
、
市
街
地
開
発
り
ま
せ
ん
。

を
求

ψ
り
れ
で
も
い
ま
1
。
し
た
が
っ
革
建
潟
査
に
つ
い
て
、
と
紹
介
し
、

c

て
行
政
白
原
点
を
探
る
と
申
主
し
協
力
も
得
た
い
と
山
中
つ
も
の
で
す
。
山
τ

一Z
E
一
中
心
中
市
袋
織
の
E

Z
一
J

よ
¥
っ
か
、
手
つ
し
た
話
可

ζ
の一一

h
j魅
力
あ
る
震
い

1

1

3

あ
り
方
を
追
求
乏
し

十
万
入
自
の
市
民
を
お
迎
ヲ
一
し
、
新
し

い
明
治
へ
の
再
出
発
の
与
と
ん
て
、
桜
一
一
一
一
物
の
場
。
っ
く

HU--
次
に
、
市
街
地
開
発
袋
、
調
査
で
一
す

い
も
新
た
に
し
た
も
の
で
す
。
ま
ず
、
広
域
凶
業
診
断
で
す
が
、
こ
が
、

ζ
れ
は
平
塚
市
が
初
め
ア
存
な
コ

調
査
で
、
都
市
開
票
臨
む

2え
か
ら

ク

を

れ

は

昭

和

自

主

に

行

な

っ

た

問

、

島

見

事

、

山

市

街

地

室

主

主

手

y
捨
可
一
三
に
続
ぐ
ニ
回
目
白
も
む
で
、
と
の
t

丈
ヰ

滋

苅

る

も

の

で

一

す

。

小

包

奴

市

で

も

一

駐

車

川

ド

佐

川

聞

の

熱

意

を

と

え

震

を

分

析

し

埠

受

話

裏

手

る

う

え

で

の

都

日

3
引

村

町

将

来

の

万

向

キ

ム

一

見

定

め

る

と

す

る

も

の

:

百

円

リ

川

市

d
心
掛
」
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
間
韓

三

5

釘
九
一
f

ラ

で

f
。

引

弘

、

の

調

査

を

存

な

っ

て

い

ま

す

が

、

主

市

#
官
て
人
口
の
増
加
と
記
思
議
と
は
相
関
腎

白
必
ず
、
モ
の
議
資
範
照
を
一
駅
前
、
銀

そ
こ
で
、
今
後
の
平
塚
の
一
勺
政
施
策
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
比
例
し
免
泡
と
一
序
説
り
界
わ
い
な
ど
、
時
巣
地
域

(ι

を
J
L

て
る
3
え
で
の
判
断
材
料
在
、
ま
げ
崩
加
の
数
寸
を
ぶ
し
ま
す
か
b
、

モ

;一
ー
か
〉
と
モ
の
周
辺
に
焦
点
を
あ
て
ま

ず

Zfえ
る
と
し
、
空
一

E
B
2
5人
口
急
車
、
芸
言
し
た
。
し
た
が
っ
て
開
業
議
と
の

予
算
で
、
「
都
市
ド
ッ
ク
」
予
賢
ヂ
J

ζ
と
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
ら
ム
り
も
出
て
〈
る
わ
け
で
す
が
、
向

上
し
ま
し
た
a

県
内
白
人
口
は
、
相
模
よ
り
一
号
く
の
人
が
集
ま
D
、
両
勢
閲
を
樫
を
か
え
て
の
謂
辞
を
す
る
C
とでト
J

川
山
東
に
そ
の
八
五
軒
が
受
中
し
て
い
広
げ
高
め
て
い
く
に
は
、
な
お
他
の
手

r
寄
り
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ほ
が

ま
す
。
市
街
化
む
純
一
引
書
状
況
か
ら
丸
一
M
て
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
住
聞
け
る
こ
と
は
僚
か
立
正

ま
し
で
も
、
以
東
は
同
地
域
一
千
六
寸
前
の
中
で
は
、
同
原
菅
誼
じ
て
の
コ
ミ

間
四
二
平
方
J
M
仰
の
六
九
・
一
一
認
を
、
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
必
要
で
し
ょ
う
し
川
Z
E
E
-
一
新
平
塚
計
一
績
の

j

以
自
で
は
同
地
或
一
千
一
一
J
H
一
一
寸
六
・
平
塚
が
持
つ
商
業
特
性
(
中
心
街
ば
が
川
三
一
三
ふ

T
iタ
を
薬
務
三
二
一
一
九

一一一八平方
J
Hの一
O
L
U
M引
が
市
街
撃
っ
て
い
る
な
ど
)
在
比
八
か
し
て
い
く

化
区
駅
と
い
っ
た
具
合
い
に
犠
時
な
迭
と
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
明
和
一
一
一
一
一
一
つ
自
の
都
市
総
合
設
断
で
す
が
、

い
を
ヨ
出
し
て
い
ま
す
。
民
a

県
の
計
臨
十
九
勾
と
民
和
五
十
…
年
の
柑
業
統
計
こ
れ
は
ナ
雪
k
龍
一
止
さ
れ
て
い
る
平
謹

が
今
後
相
模
川
以
西
に
、
ど
う
い
う
か
揖
査
を
品
川
比
(
カ
ッ
コ
内
は
、
羽
町
を
市
総
合
開
発
計
図
の
見
直
し
も
必
要
と

た
ち
で
一
読
わ
れ
て
ぐ
る
の
か
、
興
味
深
百
と
し
た
指
数
〉
し
て
み
ま
す
と
小
売
い
う
こ
と
で
行
な
つ
も
の
で
、
と
の
向

い
も
白
が
あ
灼
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
民
舗
一
千
五
百
八
十
四
に
対
し
て
、
五
発
計
閉
L
定
め
て
あ
る
内
つ
の
柱
〈
都

平
塚
市
と
し
て
も
そ
の
態
塾
協
め
を
し
十
一
卑
は
二
千
一
一
百
五
十
一
一
二
百
四
十
市
基
穏
整
備
、
生
滋
崎
境
整
輔
、
産
業

て
お
君
ま
せ
ん
と
、
後
溶
い
に
な
り
か
九
)
、
間
売
湾
関
稿
人
万
一
千
六
百
七
何
時
慌
の
振
興
、
教
青
文
化
)
と
、
全
市

臨
ま
せ
ん
。
そ
φ
た
め
白
判
断
材
料
を
十
八
支
』
討
に
対
し
て
、
十
一
一
万
八
千
的
な
波
野
か
ら
由
者
境
、
社
会
日
情
勢
の

大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
地
震
な
ど
を

中
心
と
し
て
、
「
新
山
以
【
境
計
鼠
」
と
も

い
う
べ
き
も
の
を
最
淀
ず
る
う
え
で
白

資
斜
そ
求
め
る
も
の
で
す
。
員
体
的
な

閣
下
街
と
し
ま
て
し
は
、
ハ
同
県
用
地
む
確

揮
の
問
題
、
受
通
体
系
の
問
題
、
西
部

丹
陵
地
帯
の
関
詳
し
問
遜
な
ど
も
今
ま
れ

て
き
ま
す
。

と
の
一
ニ
つ
の
診
断
は
、
い
ず
れ
も
専

門
家
に
議
4

一
討
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

新
し
い
都
市
へ
白
出
発
資
料
、
ま
ち
づ

〈
b
の
基
礎
一
輯
棋
を
集
積
す
る
と
い
主

点
だ
ば
詞
じ
で
す
か
ら
、
関
連
老
名
た

せ
な
が
ら
認
頁
を
す
す
め
る
ζ
と
に
し

て
い
ま
す
a

… 一一

中小企業の次経営者グル}プに、二位会があ

る。今月は、市政モニターの広瀬幼さん (50歳コ
に、そ白活動の様子を取討していただいた。



叫
一
月
に
開
佐
さ
れ
た
平
地
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
明
和
百
十
二
年

度
の
予
算
が
決
ま
っ
た
。

ζ
の
予
算
は
、
一
般
会
計
が
一
百
九
十
億
八
千
万

円
、
競
輪
車
業
や
下
水
道
事
業
な
E
の
特
別
会
計
が
一
一
百
二
十
三
櫨
四
千

三
自
七
十
一
万
円
、
市
民
町
病
院
を
経
常
す
る
た
め
の
病
院
事
業
合
計
が
一
一
一

十
一
億
一
千
五
百
六
十
一
一
万
円
で
、
合
わ
せ
て
四
百
四
十
五
韓
三
千
八
白

三
十
三
万
円
と
な
っ
た
.
予
政
評
議
斑
に
あ
た
っ
て
は
、
総
合
開
塗
計
画
の

四
つ
の
蒸
示
施
策
者
一
柱
に
、
所
要
額
を
で
き
る
限
り
当
初
予
算
に
計
上

し
、
詩
事
業
の
早
期
執
付
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
双
十
二

年
度
は
、
加
藤
市
政
に
と
っ

τ一
一
一
年
自
を
m
m
T
え
る
年
に
な
り
、
市
民
は

『
ニ
十
万
都
市
合
連
え
た
五
十
一
一
年
度
ば
、
新
レ
い
草
壇
の
出
発
苫
H
Fじ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
住
み
よ
い
、
豊
一
か
な
、
活
力
あ
る
街
」
に
す

る

EL思い
切
っ
た
発
習
転
換
の
年
と
堂
、
ロ
一
つ
の
調
査
安
委

を
計
上
し
詐

u
p、
』

そ

れ

で

は

、

乙

こ

に

1JlII1lH予算の概要川川

会計}lIJ予算額
~般会計 19C億8000万円
特別会計 223億4271万円
語担論事業 156億7068万何
回民健農探険事業 28樹4260万コヨ
都市改造事業 11億6577万円
下*'草事業 25鐙0062万円
E輯忽毛済事業 8508万円
貴肉セン虫- 3065万円
交通災害見蒔 3046，庁円
ホ諜駒地方卸売市場事業 1685万円
病院事業会計 31憾1562万円
合 計 445信3833万円

一般会計歳入予算額内訳
市税収入 115槽3658万円 (60.5舟〉
諸収入 25熔9335万円Cl3.6骨〉
医車支出合 25帯、6504万円 03.4%)
市費 7穏0600万円 C3.7舟〉
県支出金 4憶4909万円(2.3骨〉
使用料及び守政判 3擢94227]1弓(2.1舟〉
輯入金 2惜2100万円(1.2舟〉
分関金及び民間金 1憶7139万円(0.9特〉
モの的 4糧4333万戸jく2.3符コ

一般会計歳出予算額内訳
民生関 3f情7854万円(19，3%)
教育費 36億o264万円 09.2<?手コ
とと木費 36惜3533万円 09.1舟〉
総務費 26癒1860万円 03.7骨〉
荷主E間 17憶1202万円(9.0持〉
公憤費 1]摺3567万円(6.0<?;'t) 
消防費 8擢0940万円(4.2舟コ
詩支出全 7擢1221万円 C3.7舟コ
農林水産二三 3億4241万円仁 1.8特〉
商工 3憶1197万円 C1.6骨〉
議会 2櫨 7426万円(1.4舟〉
封骨 1億3696万円(0.7舟〉
予備 000万円(0.3舟〉
民 c)内は構成比若宮示す

察渓相談窓/湖南地区行政セン7-曹(22)2711 
。法捧相談毎月第2鐸3金曜日 13持-16時(受付B時半、常
話でも可〉その日也、銭月教育相談、交通事故招談、門職相談、

高齢者職業相談者行っています。

<>県討す合間相談 4月22日 1草碍~18時 平壇駅北口受番前

〈相談は法律穏談、教育相談・交通事故相談、県政、市政一

般相談などコ

干高校会童宮内相談笠宮(33)忽33

心配むと相談・毎週月属国く第5を徐0131l寺-....15時
母子相談・平日、百時-15時3C分 a常設
す』圭，~霊相談・平呂、

高齢者瞳践駄目談・平日

結婚相談・毎週白隠溺ユ0時-16時'*'受付は相談勝始時罪事から

す官渓穏談室/市役所曹(23)1111 

一般生揮相談・ 5月10白〈火曜白) . 13B寺-16時人数に~IJ~現がある
人培法揮相談・ 5月 7日 C土曜日〉・13時-16時
行政苦情相談・ 5!'l7日〈土曜日コ・ 13時-16時
登記相談・ 5!'l13日仁会濃日コづ3醍ト16時
培地遺物相談・ 4月268(火曜呂〉・ 13時-16時 人敢に市民民がある
時服考案仁特許〉相談・ 5月吉田 ζ月曜日〉・ 10時一15時
下請取弓Ii墨田あっせん・ 4月21沼仁木曜日〉ー 13時-16持

消費生活指談・毎週水濃5・10時-15時

青少年相談・平日、車時-16時・常設〈青少年課コ
φ交通事故相談綴i麗月曜日・1印時-16時場所交通安全協会内

教育研究所穏談窓曹(3D容器50
歓胃相談ー月開霊臼~金需童日.96寺-15時



o黒土配布(10時 ~lZ自主コ 4 tJ29目、 5月 1
日 鉢物と草花用にボ』パケy一杯白鳥士

を配布。 500人分間慈してあるが、先着順な
のでなるべく早めにお出かけを。なお、入れ

物は用意して〈る。

。寄贈苗木配布C1C時一 Jl時)4 fJ30円
市民iJ'ら寄贈された黒松 236点、サノレスペ
1) 100;本をど先着11闘でさし上げる。 Y記お、 ζれ
は時斜ではないので!Iき換えみ泣いらない。

や植木セリ市(15時 ~1 時) 5月 1日
植木市に出席しているた汗が持ち持り、iZ

.!Jrぢをf謂く。売り上げは再令へ。

。巣箱づく担教室C10時 ~J 品) 4 tl29日、
4月初日、 5月 1臼 ロータ'Jークヨブ主憾

で沼童、生徒を対象に野碍ぞ明やす場指づく

絶
r
え
ず
孟
り
よ
い
方
向
に
向
っ
玄
進
独
り
織
り
あ
げ
て
き
ま
し
た
e
w
て
し

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ζ
よ
戸
レ
て
、

ζ
れ
砂
品
開
ら
一
か
に
す
る
時
期
を

た
ζ
と
か
ら
品
?
一
え
て
み
ま
す
と
、
任
任
期
の
中
間
点
に
お
い
た
の
で
70

r

ケ
d

期
の
半
ば
は
一
折
D
返
し
点
」
で
は
去
る
三
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、
「
施

ぶ

l
nト
ク

ン

な

く

「

中

間

点

」

と

い

う

べ

さ

ー

モ

は

政

方

針

」

と

い

う

服

立

明

ら

か

に

し

1
i

な
い
か
と
、
い
ま
反
省
し
て
い
ゐ
と
だ
の
が
そ
れ
で
す
。

と
の
と
こ
ろ
、
私
の
口
か
b
「
折
返
し
と
い
う
衣
説
は
あ
ま
b
遁
切
で
に
ろ
で
す
a

一
協
調
と
決
断
」

b
返
」
悶
」
と
い
う
J
h
襲
が
よ
〈
出
は
な
い
L

全
つ
な
気
が
し
ま
す
。
折
D

E

の
二
年
間
、
市
長
と
し
て
白
私
「
発
想
の
転
換
」

る
毛
う
で
す
。
市
長
の
汗
銅
山
は
四
年
ほ
し
と
い
三
苫
葉
の
示
す
と
お
り
、
は
、
従
来
か
ら
白
引
き
縫
吉
事
項
目
「
市
民
営
識
の
宵
覚
と
高
揚
」

で
す
か
ら
完
で
ち
ょ

2語
の
否
定
っ
て
き
た
道
を
そ
の
ま
ま
逆
処
理
や
懸
案
書
白
解
決
に
精
力
の
「
市
民
と
市
長
と
の
共
同
作
品
」

半
留
意
地
r

え
る
こ
と
に
な
D
ま
す
。

}
1野
区

中

閣

立

を

い

く

つ

か

の

ま

号

、

広

〈

市

民

偽

J341韓
説
ペ
パ
V

E

j

j

白
む
批
判
事
い
だ
白
で
す
。

で
糊
一
I

h

へ
民
穆
切
線
ー
鋭
潜
伏
市

2

3

τ

:

}

関
ノ
、
、
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
市
民
炉

二
ン
「
離
骨
髄
A

議

ぎ

よ

う

と

し

て

自

ら

の

憲

章

堅

EUU

〆

轟

綴

綴

鰯

瀦

轡

電

媛

ゴ

む

た

め

、

自

ら

の

手

で

起

宣

す

る

と

震
P
L
M
r、
し
ま
い
に
は
出
政
官
つ
一
に
大
半
を
費
さ
き
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
い
う
例
は
全
間
的
に
も
ま
れ
だ
そ
5

マ
ラ
Y
ン
で
い
え
ば
折
り
返
し
戸
に
一
一
民
っ
て
し
ま
フ
か
ら
で
す
巴
た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
は
訟
な
り
の
や
で
す
。
草
稿
は
事
務
百
屈
に
委
せ
、

ι

あ
た
り
、

ζ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
没
半
市
の
政
治
や
行
政
が
、
あ
る
地
点

D
方
で
市
政
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
市
長
は
こ
れ
に
録
手
通
し
、
一
部
に

一
自
力
走
に
入
る
わ
け
で
す
。
ま
で
前
進
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
型
民
き
ま
し
た
が
、

ζ
れ
が
「
加
藤
市
政
手
を
加
え
る
の
が
慣
例
的
な
や
り
方

か
つ
て
憶
上
競
技
の
達
子
で
あ
つ
り
し
て
し
ま
E
Dで
は
宿
り
一
ま
す
。
だ
」
と
い
う
べ
脅
毛
の
は
、
一
一
二
一
一
だ
と
苦
れ
て
い
ま
す
o

今
回
、
あ
え

た
せ
い
か
、
任
期
を
マ
ラ
Y
ン
に
た
迷
っ
た
と
苦
に
出
発
京
に
戻
る
、
物
の
も
の
を
除
い
て
は
あ
ま
り
賓
閣
に
て
乙
ぬ
犠
例
を
無
視
し
、
自
ら
起
草

と
豆
、
全
存
椋
の
半
分
む
と
ζ
ろ
に
事
は
時
々
絞
り
蕊
っ
て
一
原
点
に
立
つ
出
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
し
た
の
は
、
中
間
点
通
議
後
の
全
力

来
た
と
い
う
意
味
で
、
む
〈
問
先
な
て
み
る
と
い
う
ζ
と
は
必
要
で
す
か
な
い
で
し
ょ
う
か
。
疾
走
の
決
認
を
私
流
民
話
す
べ
き

〈
「
折
D
返
じ
点
」
と
い
う
言
葉
を

ζ
れ
と
、
単
な
る
逆
反
り
と
は
〈
主
く
い
っ
か
り
時
点
で
、
私
は
加
藤
市
だ
と
4
4
1
え
た
か
ら
に
外
な
り
ま
せ
ん

口
に
し
て
い
た
の
で
す
。
意
味
が
違
い
ま
す
。
政
白
根
本
理
念
を
内
外
に
趨
訴
す
る

し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
折
D

政
治
や
行
政
は
、
常
に
前
を
向
吉

ζ
と
を
考
式
、
そ
の
た
め
の
構
一
認
を

*4月16S(土〉旭公民館
※午後1時30分から3時30分さまT

会4Jl23箆〈土)IiIlI崎公民館
※午後2時から4時まで

Hl!fJ!IHI!l1!Iなるべく指定されたJlIこIIJlIHHI!IHH

浜岳中学校長至境

江賜中学校区境

太洋中学校区域

印鑑登鵠制度が変わEコ、印鑑霊長銀震を交付している
ので、印鑑在持参して申請をしτくださいe
Z手続ぎのお程I

4月大住中学校区埴

5月中原中学校区域

6J'l 神沼中学校長支填

月

月

月

7

8

9

 

*土曜日f立大変漫み合い時間がかかるので、ほかのa
iζ手続務者



!日
5
i
i
i
u

?

診

隆

一

行

っ

て

き

た

が

、

全

段

帯

二

十

日

に

一

一

る

。

臨

時

く

み

取

り

手

数

蝉

は

一

一

回

百

翠

噂

ベ

戸

長

ト

警

一

砲

の

〈

量

り

設

定

。

一

J

ハ十円。

!
i
i
e
g
習
ご
仁
ト
k
描

V

M

喝

明

婦

問

暢

#
4
も

，

一

一

匂
S
嘗
庄
司
書
J

春
宮
怯
句
、
%
曜
世
一
し
た
が
っ
て
、
一
一
一
人
以
下
の
位
帯
は
…
今
ー
ま
で
の
「
し
尿
く
み
取
り
仏
索
」

一
今
ま
で
よ
り
く
み
取
り
が
十
円
早
〈
な
一
世
改
め
て
、
吋
し
尿
/
ネ
取
h
t確
認
カ

り
滅
量
と
資
額
の
一
帯
判
例
偶
畑
一

2
2の
素

2
2
7
R足
し
た
白
可
作
業
自
警
が

ー

一

戸

山

一

F

J

a

E

E

F

一
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
葉
、
三
金
一
で
き
る
亭
つ
に
、
〈
み
取
り
口
付
近
に

君
、
震
か
ら
げt
る
と
み
の
章
一
再
利
用
と
ご
み
の
警
に
取
り
組
長
一
り
一
伊
豆
臼
延
び
義
人
以
上
の
妻
で
一
学
、
つ
る
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

一

、

一

は

、

恒

糟

の

心

配

を

さ

れ

る

と

忠

5
が
一
ぃ
。
な
お
、
健
認
力

i
pに
は
、
各
自

毎
年
増
え
続
け
て
お
hu
、
昨
年
喧
は
年
一
色
み
戦
争
に
勝
と
つ
と
い
う
も
の
で

比
同
所
民
名
古
γ
請
出
入
し
て
ほ
し
い
。

V
Aし
尿
の
窓
口
は
環
境
稀
生
議
業
務
第

二
係
(
霞
謡
お
・
}
}
}
}
〉

に
一
3
3
つ
る
す

般ト
M
Mめ
し
い
ハ
く
み
取
り
が
、
四
一
今
ま
で
家
材
仰
が
一

-X以
下
の
相
持

-
Hに
一
山
川
町
く
み
取
り
に
一
は
、
月
に
一
一
回
の
く
み
取
り
、
四
人
以

F

と
の
世
婦
は
月
に
…
一
回
の
く
み
取
り
を

とき 5月3S (火〉置法記愈臼
環境栴生課では、 4月下旬から5月と旬に
かけて飛石i主体となるため、今回特~I持こ 5 月
3羽火曜日のごみ収集広域だけ収紫します。
ただし、燃えないなみについては収集しな

い白で、次白収集臼まで出さないで〈ださい。

今月は沼定資産税と都子市十磁税

の第1克自分と軽自動車税の約j切

です

きヰ月28諮
・ 10持 30分 '~121時まで

須翼公民館、花水自治会館

・ 13時 30分~15時言葉で

富士見公民館、霊臣訪町会総

青年数三士、{動く品ろなたがその余駁に生

活技術や滋味、教養などを高める I"iti雪

と仲間づくりのひろばJです。

<>期間 52白 5 月~5g，年 2 月

<>資 格市内注目戸主主覇。の勤労者少年男9:18議~25歳

<>申込み市青~J，""Æ話集に申込書があるので記入し

E主接者少年課く噂話23ゃ 11m勾韓506)へ
や諦め古車世 4月3告白て土3まで



市
教
育
長
員
会
で
は
、
品
rqの
二
月
か
ら
↑
一
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
、

「
神
羽
久
俸
遊
廓
」
の
諮
招
羽
調
査
を
写
っ
た
。

ζ
の
渡
弥
は
、
市
内

中
鼠
下
街
、
日
開
屈
指
す
拡
山
亨
寮
白
南
側
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る

佼
祢
大
野
車
中
学
校
の
敷
地
〈
二
万
平
方
M
〉
に
あ
る
も
の
で
、
母

国
は
そ
の
う
ち
む
半
分
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た
も
の
。

白
骨
骨
一
部
民
(
市
文
一
似
財
保
護
芸
員
〉
を
息
長
と
す
る
調
庄
内
叩
が

発
掘
し
た
円
四
回
剤
、
翠
民
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
弓
胎
郎
を

は
じ
め
、
各
種
田
遊
婚
が
霊
長
た
。
芝
、

ζ
白
露
に
付
随

す
る
名
数
の
士
諮
な
ど
も
兎
っ
か
D
、
ζ
の
地
に
能
品
が
あ
っ
た
こ

と
を
議
吋
け
て
い
る
。
い
わ
ば
、
平
取
市
民
の
大
矢
哉
た
ち
と
も
い

え
る
人
々
の
生
活
が
土
の
中
の
長
い
眠
り
か
ら
閣
を
出
し
た
の
だ
。

き
て
、
ぐ
わ
し
い
内
替
は
専
門
京
に
よ
る
報
告
を
持
た
な
げ
れ
ば

な
b
な
い
が
、
当
時
の
婦
問
久
保
叫
が
ク
母
匂
し
v
よ

る

と

!

『
苦
々
、
海
か
ら
ほ
ど
近
い
所
に
村
が
あ
れ
J

ま
し
た
。
〈

FA」乙モ、

車
問
い
士
に
お
お
わ
れ
た
オ
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
砂
崩
の

ー
ょ
に
片
躍
を
築
き
ま
し
た
。
海
か
ら
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
酔
が
小
高
く

な
っ
た
と
ζ

ろ
を
砂
丘
列
と
い
う
そ
ヲ
で
主
が
、
こ
の
砂
時
刻
に
使

用
相
赴
が
見
つ
か
っ
た
の
は
全
凶
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
時
離
の
大

き
さ
は
、
お
お
よ
そ
4
1
平
方
肘
前
授
の
四
角
い
小
さ
な
も
の
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
は
必
ず
カ
マ
M

い
が
あ
D
食
事
ど
き
に
は
掃
が

い
っ
せ
い
に
立
ち
の
ぼ
D
ま
し
た
c

カ
マ
ド
は
一
軒
に
一
つ
と
は
限

ら
ず
、
多
い
家
に
は
四
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
必
符
品
と

し
て
欠
か
す
こ
と
り
で
き
な
い
器
ほ
、
土
師
(
は
じ
)
器
と
塑
申
、
誌

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
平
安
時
代
に
入
る
と
、
灰
粕
(
か
い
ゅ
う
)

陶
器
な
ど
も
使
い
ま
し
た
が
、
と
れ
は
関
西
方
扇
や
名
古
目
白
同
町
lu

唱
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
と
じ
て
は
貴
重
れ
だ
っ
た
の
一
℃
す
同

テ
ニ
ス
ス
ク

i

富土見町内会

rs仲I!fJ判内会
中æ~&汀内会

竪』喜剖f町内会

21円 上可ぷ蛇，(町内会、富土見平町内
メ弘、-221-:1、 23円 ;"f(，t}j町田J内会

E柏原地区〕

4月26日 老松町尚治会、夜邸自治会

27日 梅本町中笠間治会、天沼自治会
28日 八千代即日治会、須箆新国自治会

L葉土地区]

5 月 2 日 ~6 円 熟 j地[ズ連合同治会

E由之望書地区〕

5sl9臼 中庭第1、第2町内会
10日 下郷第1、第2、第3s町内会
111-1品目nu-r内会、見町東部、四臼羽j内会
12U 上郷町内会、林:Ilt内会
13日 観音限iffi'内会
14日 虫初f町内会

以下次号へつづく

決管理セン次}では捨て犬による野止の単加

と犬による!i'，'J}を訪引ヒめ、不用犬白巡回収容

を行っている。当5犬をだされるブ主印鑑、 jと

鑑札、注射許宗および愛犬手帳を持悲していた

だきたいe なお、収持軍白停留自主伺は5計間な
ので早めにおでかけを。

今の収容B 月27努(水〕
密コースと時間

10: 00 古iJ¥公弐熊 13 45 神f丘公定鰐
10: 15 抱公民館 14: 00 真土公民館
10: 30 樹閉会館 14・10 東ヰ主主公民館
10: 40 鼠土比え認 14:20 豊田公民館
10 : 花水公民館 14: 30 あえ公民館
11 : 05 {l'~W-.tと民館 14: 50 金田公民
11 : 15 松原公民館 15: 05 悶崎公民館
11: 25 !Jr1合[，三古 15: 20 金百公民館
11 : 40 I日間へと日公民館

ん

52年E豪華蓄犬登録とま王手託費者予章者注射
日時 J仕廿の且帆ι

4PH5日 f金〉
16日〈土〉
18日〈月〉
19日 〈ゾく〉

20日(水〉
21日〈オミ〉
228 (金〉

23B (ゴと〉
25日Cfj)
日亡火〉

日 (71く3
28臼仁郊3

7日〈士〉
10El (グ三〉

以受付時間は厳守して、必ず犬をおさえられ

るプiが会場へ。なお、雨の主題合も実施1る@

∞ム∞
 。

品
世

掛
制緩新

∞
 
∞
 
。

l!Illl!lIIIHl15 ~から主主舞金の引きょiずIIIHIHI山'"

• 1等級死亡したとき 70万円
φ2等級 1年以上の樹容を受けたとき 18万円
・3等級 6か月以との揺害を受けたとき 12万円
等級 3か月以とむ損害を受けたとき 6万円

• 5等規 11か月以上の慎雪者受けたとき 2万 5
千円

• 6等級 1 

ヲ

⑧ハイキγタコースの 1新j

ン

き 1方向
印鑑i)'必

要。

⑧主持金 おとな1人年額 300円、こども10C月
老人、身障二者、精薄苦200f'J

⑧事しiるみ 掛金をそえて交還安全課に申し込
めば代殻人でもすく守口入できる。

縮交i盈安全課震霊緩ぐ23) 肉親254

4争奪 平塚風景観光写真コ '/!lーノレ
(5月10日締め切KJ)
申込み先 市西J二課龍光挿

旅和くに写生コンク-Jじが行われるのな春む湘南平

五11の索活を写主主じておζ5



削"山文 学IHI!lI!1
幻の姦 蘇村誠一

臨海道喜志争奇図 松本清張

遥かなる歳月 酋野綾子

生きるζ との地獄と線以韮 武田蕎揮

すテジの夜 丸山健二

打出4唱E町一番地 棋山支部

ζ とばe:宇宙 万三島蛤

私の源氏物膚 村山1)'フ

思ひ出すままに 吉田健一

階島歌謡 IN野重朗
アイヌの文学 久保脊逸彦

康史と文亥白間 植村清二

日本文学史近没簿上 D.キーン
ノンセンス大全 高橋康也

畏野鍵興作試論集1 奥野{鍵建主男号

間山'"山山"問"ノンフイクシヨン

別治から由伝~雪 元永く六輔

ずスぺyス映廼の研兜 植草E甚芸一
〈たばれコyピユ}ト戸プ 障 11峰駒生

底辺より撃つ
乙;;~\' :;ぐ

512言語36 6 
バスカル

無文字社会の霞史

日本史人間模様

鈴木茂治

村松孝徳

本多能夫

ブ1)タニカ繍

ペガン

JII田j瞭造

和歌車太郎

ツセノレ テート

1977年版
日本経前新星自社続

賞糧危機は〈るか ，，.妻子総}

混代詩農考 海井情

バナナの経詩学 事観音信雄

写真集森下洋子 離島窮

地方政治の社会学 内賦利鴎

←般相坊位理論 ディラック

抽栓をシステムで学ぶ橋本博英他

1IlIHIU家庭・生活一山川
荒野¢釣師 諜秀人

渡辺功地

ヨファエル
オーデイオ Bむ よ 援即j卜冬樹

ノ《ーテイ 離間深雪

昧珂記 寺尾ご冬

子供部閣の態て方主婦と住浩社編

男を倉jるセンス 古波蔵保好

調理学 河野友華他編

女今年の簿物館

博物館では、 52年穫もいろいろな行事を計
潤し、みなさん由参加をお待ちしている。

主な行事には、美楠毘をはt:めとする特別

展、民樽・歴史の連抗議損金、デッサジ教室

など、また毎月行うものとして体験学習シ')

』ズ、自然観察再会、裂を見る会などを予定し

ている。詳しいことは、館内で富司布しτいる
日まくぶつかんJ4月号を。

ヲ者主主文審議読会参加者募集

「江戸f断 tに作られた文書を読めるように
なろうjをテ}マに、今年も初心者を募集す

る。 E震史老身近なもの、具佐世Jなものとする
ため、品なさんで文書を読んでいく会。

・期間 5月-53年 4月まで白第2、第4土
曜日、午後2時から4時まで。
ー対象高校生以上一般の方

・申込み往復はがきで4月25日までに申し
込む。定員30人

女自然観察会

貝白化石や、初夏の捕物の観察

• 5 月 8 日〈巴コ午前 9時30分~守後 4~寺。
・場所 大磯町虫窪付近

e申込み 護参加希望者は、往復はがきで4月
30日までに博物館に申し込む。定員30人、
喜散の場合は犯せん。

決ワラジ吾作ろう

←副学教皇室，体験学習シローズ⑬ー

旅白はき鞠であったロヨジを作ってみる。

E臼〉午前lC時~午後3時
書加希望者は、往復はがきで 5J'l

定員20人多

女主霊苦~~る会

月齢7の月弱者観察する。
• 5月25尽くオO 午後6時-8時議雨天の場
合は26白、 26日も翠雨天のときは中止。
a申込み要参加帝望者は、往復はがきで5月
15沼までに博物館に申し込む。定員30人、
多数の場合は抽せん。

ヲをこども紋箇会 10時と14時
官 5月 B臼亡日〉
「少活字主役飛佐助J 劃理カヨ 7S分

割告理主主語会 lC時 14時
官 5月15日 CBコ
「伊豆の嫡子J カラ- 1時間27分
主簡 E吉永小百合誤田光夫

山 11111新シ1)…ズ「今月の主主J11l11l1H 

今坪震のシ!J-ズは、毎月一つのテ」マを

とりあげ、モむテ}マに関する二本をと紹介す

る。題して f今月の本J。

童書 1関 知約生活の本
"躍的生若男白方法』がペストセラーになっ

た。月刊誌や週刊誌で失隠甘生活Q;特主義~'，組ま
れ品。

す高度で的確な情報が必要とされる~方で、

それを求めるζと~，難しくなっているという

ととからきているだろう。また、余暇の有効

な使い方が真剣に問題とされるようになって

いるというととからもきているだろう。そこ

でシ立」ズ第1回は「知的生活の本JをとlJ
あげた。

ここにあげた本はほんの一部である。主主要

なζ とは、これらの本を読んだ上で、見捺に

数多くの本を読むζ とだろう。

ζ うした読書計画、ヌ紅白選択等について図

書館にむ相談在。各種の3日歓目録を使ってお
答えする。

『現代人の読書術』紀a順一郎
書物との出会い、読書計盟、窮空警おD技術、
二本の畏い方・集め万、害物の知識なと地合

的に論じている。

『本はどう読むかJ靖木曜太郊

三本の選び方、読み万から、メモのとり方、

襲還の仕方、外題審由読み方まで本とつき

あう上でJ{.~要なコ三是をと白あげている。
r知的生活の方法』渡部昇一
日常生活白中からオ旦ジナんな発想を生む

ためのヒントとアイデプを示している。

r読書論』小畏億三官 F読書目整理学』紀宙
服一部・『本カ受諾って〈れること』吉田健一

『本とつ吉あう法』中聖子議官箇 F私。
本』松田道雄・ f読書のなかの思犠』

ii低頭目書J告書永武彦・ F本の中町役拝』湯
JII秀樹・ F私自重責蓮詑古』大内兵構・穿誠司俄

由上事業

毎週月曜日毎月末臼祝日 (4月29日・
5月 3日・ 5月 5日3

C平理市E苫警輯干254 平塚!ぢi'1~}胃荷J12-41
電話 (3D倒15

女ママさん一緒 尽本の査室史

一一一一生活の役に立つB本史一一一一、

・4月初日から毎月第3水曜日、午前10時か
ら正午まで。

-地境の掃人20人を対象

女;Fランテイア後進会議

←一一これからのボランティア活動一一一

事 4月初日〈水〉午後6時30分から8時30分
まで。

・3勤労青少年初人を対象

女華道教室
←一一一~ー初む匂聾のための華道教室一一一一一明

• 5月11臼iJ>ら6月15Bまでの恒週水曜日、
午後自時'307対ミら8時3C分まで。
・講自罪対立A窃更流家元教授安斎光吾民
.勤労青少年20人音対象

育館長と言語ろう
「青春と生きがい」をテ」マ(こ、みんなで

話しをしよう。

• 5月19臼 ζ木コ午後6時'30分から8時30分
まで。

・勤労青少年30人を対象

保しものの申し込み法、電

話または直接来鎮のうえお



胃・子宮がんの検診をいたします

希望する方4月初日までには寵話か
ハガキでお申し込み〈ださい。

豊富対襲・胃がん 市内に住んでいる

4C歳以上田興女。
子宮がん市内に住んでいる35歳
以上の婦人

額料金・鮪糾

瀦申し込み方法・間・子宮の別、生

年月日、世帯主名、連絡用とし℃

電話醤号ーを記入する。

輯申し込み先・浅間信19-1、市保
[建窮生諜電話 (23コ1111内組260

5月13日須賀公民館
民松原公民館

ρ16日八路公民館
構内団地壊会場

グ 17臼大野公民総
出掛島公民館

，;::-18白金自公民館
出岡崎公民館

タ 198 出原公民館
民金田公民館

l' 20日市民約涜

初めて妊娠された方を対に母親教

室を開きます。なるべく妊娠7か月
までにお受け〈ださい。

時間は13時30分から1E時まで、母子
健蔵手帳、筆記府県をお持ちくださ

い。

合平塚市役所草月実施〈月曜日〉

臼手望 5Jl2目、 9 、16日、 23日
場所市役所B会議室
申し込み電話かハガキで

盟関関J9-]市酎促間生課

(23コ1111内線259・260

宏明ちゃtん
ひろあき

u相1関]Te29-11 平塚社会保
検事務所にお勤めの石黒義国さん

〈疫課〉とEl:'来日子さん (26歳コの
長男。現在、 6か月半で体軍9o~ 
身長70字。 51年 2月29日生れ
今年「初節句の宏明〈ん、おじ

いちゃんとおばあちゃんにおヒナ

さんを買ってもらい、実家からと

い白ぼDが厄;けられニコニコ。ま

だ少し早いけど、と断わ白ながら

も r4月13臼に飾るJとな両親も
うれしそヨだった。

の
と
認
め
ら
れ
た
。

規格 1'1噴信スーパー古語l吉

62副司 601内 603円

169fT1 162P1 160f'J 

155円 156Pl 152円

138P1 133P1 15'iPl 

247月 244R 248内
255円 252円 269円
156円 153円 148f司
222Pl 217["J 230Fl 
65剖巧 …一一 一一m

726円 一一一一

買い物メ宅モニタ F のみなさん、 1今閥
むくろヨさまでした。 1年閣の毎nの最高、
最低価格の一覧表ができた。生活諜窓口にあ

るのでどうぞ才3持ちを。

イ
一
ナ
イ
ン
グ
デ
ス
3
、
か
つ
ら
、
茶
器
パ
イ
(
閉
山
C
C〉
、
車
の
占
イ
干
、
nn

サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
カ
ラ
1
一
ア
レ
ピ
、
電
新
中
相
続
た
ら
い
、
木
の
門
減
、
圧
カ

セ
ッ
ト
、
天
火
ι

イ
ヒ
i
ん
、
女
性
用
か
つ
ら
、
ベ
ピ
l

気
毛
布
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ー
ダ
1
、
陪
蔵
授
、
コ
ー
ヒ
ー
ミ
ル
、
喚
問
蔵
、
杉
自

転
k
l
£

ち

有

閣

す

よ

、

走

行

器

、

ベ

ピ

l
用
品
事
慮
、
建
庫
、
準
様
、
妻
美
石
板
、
ミ
ッ
ピ
主
力
1
、
き
ツ

コ
ン
ピ
ラ
ッ
夕
、
夜
具
入
れ
、
ブ
レ
ハ
治
ス
ト
ー
ブ
、
木
の
周
目
と
五
金
、

E
フ
〈
わ
。

マ

ロ

ェ

デ

イ

ン

ク

ド

レ

ス

、

婦

人

用

ブ

物

置

。

フ

タ

1
、
書
棚
、
野
球
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
叫

!
?
n
j
F
i
j
i
-
-
z

衣
類
、
女
学
生
荊
ナ
}
バ

1
7ト、

:
:
l
i
e
g
e
e川
:

子

詰

童

、

剣

道

具

一

式

(

児

童

主

換

し

て

く

だ

さ

い

河
川
斗
尚
一
五
浮
げ
た
箱
、
裏
返
ヒ
ー
タ
ー
、
重
…
絞
づ
て
川
河
津
し
い
用
〉
、
カ
メ
夕
、
ぜ
ア
ノ
、
ト
一
フ
ン
ベ
ヤ
雲
オ
ル
ガ
ジ
ふ
掃
人
間
自
転
車

マ
お
く
る
ふ
、
子
借
用
折
り
た
た
み

2
ド
ア
怜
凍
時
蔵
随
、
持
ヂ
、
ア
イ
ク
ヤ

O
〉
自
歳
h
h
男
子
衣
額
、
七
五
三
者
ツ
ト
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
、

S
Fレ
コ
l

v
物
+
台
↓
車
用
ベ
ピ
ー
チ
ェ
ア
i

、
シ
ン
グ
ル
ベ
y

ド
、
ベ
ピ
I

エ
オ
ク
ッ
夕
、
ス
キ
1
板
、
グ
ロ
ー
ブ
駒
、
留
袖
、
編
構
、
ポ
i
占
ブ
ル
ミ
シ
ド
、
二
人
乗
幻
ブ
一
フ
ン
口
、
す
ベ

p台
、
ヤ
脚
部
1

民間
mミ、

νン
ふ
業
務
用
ミ
、
j
v

、
y
yァ
ベ
ッ
ド
、
ガ
ス
ス
ト
鳥
か
な
、
金
魚
鉢
、
写
真
引
伸
樹
、
エ
ン
、
一
一
段
ベ
w
y

ド
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
応
ひ
な
人
帯
、
オ
ー
ト
バ
イ

mcc、
帰
竹
V

一
…
段
ベ
ッ
ド
ふ
応
援
セ
ッ
ト

都
市
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
キ
I
板
レ
タ
ト
ー
ン
、
メ
p
iゴ
1
ラ
ン
ド
、
接
セ
ッ
ト
、
和
、
毛
災
、
洋
服
ダ
ン
ス
人
世
間
自
転
車
、
ベ
ピ
I
バ
ギ
I
、
乳
母
マ
ダ
グ
ル
ベ
ッ
ド
↓
ご
段
ベ
主

民
4

ア
ー
ル
製
一
口
(
自
転
高
武
人
用
a

子
供
同
)
オ
1
1
p

ベ
ピ
l
考
〆
氏
、
鏡
台
、
整
窪
HAV氏
車
、
v

一ロジ
Y
ん
か
出
イ
て

D
ヤ
白
1
、

〈三韓混合予紡接種〉

釘月実施しています。去をけやすい

会場でお受けくださいa

聖書対象. [鵠 1期1 3IEJ受ける@
生後24か月から48~ 月までむ幼
児。(接濫f習5言 2回 3回とも3
i盟rc司カミら8;居住-fl)
E第 2期J-1間受ける噂
開 1期の3回目i;f持ってから12か
月-18か月までの期間に受ける。
48か月までに第二簡を完了てするの
が望ましい.

豊富時間・ 13時刻分-15時まで。ただ
し目印の金持イよれ4時-15時
(4月〕
19日崇善公民館旭公民館
〉夜中央捜協二土沢支ffr

20日 大聖子公民館横内団地薬会場
豊田公民館

21日 須賀公民館波松原公民主官
民金臼公民吉宮

⑧"t:き巣{こ入られないために

戸締法むの確認長〈留守をするときはもちろ

ん、ちょっと自問家をあげるというときでも必

ず戸締まDの確認と火問点検を行う。
一声運動

震3 毎月第し

う。

付近{こ注意あなたが留守にするのを持ってい

る。自宅付近に、見知らぬ人がいた担、のぞき

込んでいないか気をつけよう。
同出かける前の5分間在古いことばに気をつけよう

⑧詣転車撃を量産まれないために

自転車には、カギと名前と防犯登録を実行しよう留守にするときは構哲に声を

館昔話毘 豚肉、 nム会占古

書j晋j 平常百頭ノJ売価格の

100.!7にてコき2C円1Z": 

fただい叩蔀特錨品在除く〉

潟い合わせば市役所主主活課

く禽諮23-1111内緯264)
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τふ
う
自
の
不
問
自

な
方
の
た
め
、
地
防
相
D
を
始
め

た。
同
心
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
、
現

在
の
生
落
環
境
は
、
点
字
プ
ロ
ッ
タ

が
増
r

え
た
と
は
い
え
、
ひ
と
D
歩
き

は
大
変
1

奉
仕
留
で
は
、
と
の
人
た

ち
の
患
っ
え
と
一
な
っ
て

4共
機

閣
や
病
問
師
、
四
H

い
物
等
に
は
伴
、
ま

た
、
通
信
物
な
ど
の
代
J
叫
代
筆
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。

ψi〕
つ
、
」
山
間

引
が
可
門
説
閉
会
}

ヤ
日
時

4
バ
叩
け
(
山
九
)
午
尚
一

時
か
ら

マ
場
平
町
福
社
会
館
指
単
抱
一
事
務
室

骨
平
塚
IHi
訳
亦
十
字
奉
仕
問
(
屯
話

お
ニ
一
一
一
一
一
二
一
二
)

諸
制
慌
に
愛
の
手
を

あ
な
た
も
福
祉
に
巷
加
し
ま
せ
ん

か
。
平
援
市
社
会
荷
叶
議
議
会
で
は

寂
殺
事
業
宅
剰
に
福
祉
の
特
発
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
品
川
等
、
人
と
人
と

由
ふ
れ
合
い
を
深
め
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
福
析
を
霞
め
て
い
ζ
P
F設

校
活
動
し
て
い
る
@

人
の
献
血
推
進
指
増
員
を
中
、
ん
叫
に
、
も
一
部
品
D
ま
す
か
、
市
内
辛
逝
区

士
山
に
公
民
館
を
会
場
主
レ
で
、
今
白
実
施
の
予
定
な
白
で
、
ぜ
び
お
近
く

と
に
る
宇
一
一
回
で
す
が
、
住
民
自
方
白
会
場
ヘ
献
血
に
お
出
か
け
〈
だ
さ

大
い
に
活
与
で
、
本
市
に
お
い
丈
は
、
市
内
々
を
対
象
と
し
た
紙
血
E
1
1ノ
汀
っ
て
い
い
。

各
地
日
比
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
二
十
一
一
ま
す
。
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
地
区

昨
年
度
は
、
乙
の
揖
臼
に
賛
同
し

て
い
Fお
だ
い
た
九
百
人
の
万
か
を
協

力
し
て
い
た
だ
主
、
外
広
三
割
什
二
一
一

万
円
情
ま
っ
た
Q

A
F
7

印
度
も
地
民
社
会
福
位
協
品
会

の
み
な
さ
ん
や
、
民
生
長
自
さ
ん
、

そ
の
他
持
種
問
俸
の
協
力
を
得
て
、

建
副
会
員
の
募
範
を
行
っ
て
い
る
白

で
協
力
し
で
い
た
だ
き
た
い
。

賛
勧
ム
出
演
は
、
一
人
一
口
説
百
何

で
何
口
で
も
大
教
脅
迫
絡
先
ば
、

司
福
祉
会
話
内
平
境
問
社
会
揺
祉

協
議
会
追
分

1
1羽
電
話
目
N
e

〕
三
七
む
』
へ
。

人
の

た
だ
い
ま
禄
祉
課
老
人
福
祉
係
で

は
、
民
生
委
員
に
お
願
い
し
て
、
ね
た

去
百
老
人
と
、
ひ
と
り
暮
ら
じ
の
送

人
白
生
活
実
臨
調
査
を
仔
っ
て
い
る

と
の
調
蜜
は
、
民
生
芸
員
が
該
当

者
の
お
宅
へ
伺
っ
て
、
そ
の
実
態
音

問
聴
取
調
査
す
る
も
白
。

ETフ
ぞ
む
協

力
在
。

平車駅紛での献血

甲
塚
市
善
説
且
盟
行
(
福
初
会
館
内
〕

げ
ん
寄
せ
と
口
れ
た
あ
た
た
か
い
点
付
を

報
告
し
ま
す
。

マ
社
会
福
祉
へ
・
罵
子
関
千
円
、

山
口
平
八
四
千
円
、
一
市
民
二

千
円
、
平
器
市
青
年
許
室
二
万
四

ヰ
九
百
七
十
一
円
、
時
鳥
八
郎
一
…

千
円
、
川
島
知
津
子
一
一
千
四
国
ニ

十
九
問
、
期
巧
海
岸
一
万
ニ
ヰ
百

五
十
}
円
、
官
名
一
千
百
九
十
五

月
、
競
輪
出
持
特
設
一
同
九
千
百
司

議
会
事
お
局
何
万
一
千
二
百
七
斗

内
、
大
久
保
義
孝
一
一
子
円

マ
老
人
福
祉
へ
，
務
伊
米
子
一
一
五

円マ
答
通
「
遺
児
へ
・
広
沢
一
夫
一
一
万

"，事魯 1・9

く)5高!功会 o・e・ 前包・" 9名

一一弘主r-

消賠

丹弱(琵〉
9 EfN---IC時30分

松竹紅苦手獲
TEL21・1021

0上映映闇男はつらいよ望郷編
<)入場料大人、小人とも100内

く〉ところ

く〉と

問
、
清
野
封
一
…
一
千
二
十
九
哨
円
、
中

戸
川
護
知
子
〕
万
円
、
軍
恕
過
渡

石
井
耽
誉
ふ
十
万
円
、
日
庫
労
紹
平

協
支
部
品
同
年
部
十
一
万
四
千
一
一
一
百

五
↑
円

輔

v
心
嚢
障
害
(
泥
〉
者
へ
a

私
守
鳳

百
万
円
、
障
者
一
千
円
、
川
口
組
問

太
郎
五
十
万
円

マ
帯
ま
れ
な
い
宛
〉
方
へ

田
村
山
山
地
一
一
千
八
百
四
十
四
内
、

青
木
洋
子
一
千
向
、
光
常
設
さ

千
一
一
点
皆
十
九
月
、
富
+
古
見
地
底
社

協
}
万
円
、
神
田
中
生
徒
金
一

万
二
千
四
百
二
一
ー
一
一
問
、
ム
火
庭
一

方
向
、
市
役
所
建
嬬
謀
)
一
同
一
一
千

円マ
福
校
施
設
へ
，

A
コ
ー
プ
大
一
野
間
出

十
Jt
…
百
円
、
小
野
洋
子
二
万
円

〈
以
上
3
舟
げ
日
現
在
〉

オ
揺
一
銭
穣
基
地
の
首
し
付
け
分
議

申
し
込
み
は
、
問
月
十
八
口
か
ら

二
十
日
ま
で
む
一
一
一
日
間
、
市
役
所
玄

関
ホ
1
ん
で
受
け
付
け
る
。
時
間
は

午
前
9時
か
ら
午
後
4
時
泊
分
ま
で

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
む
な
い
方
に

は
、
諮
問
削
遥
設
耐
困
惑
事
務
所
(
市
庁

舎
領
事
支
配
信
シ
ホ
る
。

く〉資格紹和29"1'月 2a以
降に生まれた健康な男子で、

学校教育法による高等学校以

上を卒業した方

<)重苦廿付け 4]-J18 日 ~'27日まで

<)問い合わせ 申し込み用紙の請求と問

い合わぜは、叫万部庶務諜貌時

実言語 (23)llll 内融387へ

上ノ入遺跡から発揺された喜三石遺構

D、わざわざ速くからねを混んだ

理J訂は謎に秘められています。令
後同様な遺跡が近隣でみつかれ[ま

どんな経路でその石が運ばれた。

かIl!すらかに古れるでしょう。

また、市内上吉沢にある八援古

事費も、同様におを海んで作三ったも

のです。それJま7世紀後半に何ら

れたものですが、現在でも台地主

にζんもfっとした高ま幻がいくつ

も残されています。

ζの古墳の石材には蘭密 1m以

ょに議する岩石が用いられていま

す。台地上にはこの様なおは全〈

5もられませんが、 ζの行の保給協
は近くにある捻取山周辺と考えら

れます。そこには鷹取山層と時ば

れる安山岩や丹沢山塊:tp0i車ばれ

た隷石凝灰岩〈ぎょうかいがん〉

自レキからなるレキ岩濁が見られ

ます。八壇古閣の材は、 ζの V

キ岩扇が風化して、レキだけが谷

などにζ ろがっていたものを選ん

できたものと思われます②しかし

距離的には1帥ほど白所でも1田

以上もの大きな石者選ぶことは溜

変なととだったであ担まレょう@

*お尋ねは博物館 (33-5111)内

z … 
? 私たち白住む土地法
三 いっとろどDようにし

3てできたのでしょう
言か。日常に魁れながら

Eその生いたちを考えτ
吾みましょヨα
モ

5 
三

3 樟物館の断、援には、市内向崎
2にある行噛小学校内の仁/入 Cカ3
5みのv'>'tJ)i童劇かb発掘された「配
3石議構』と呼ばれる石を積み重1::0
iヒ遺構が復子告して屡示してあ担ま

1 >y'oζ州立縄郊寺代後期 E車問00
3年前〉の墓地ではないかと考えら
三

jれています。また、間己遺跡から
，止同開tの石在敷きつめた住居跡

霊も発見され、それは薄物館の屡タト

言に展示してあ白ます。

; ζれらに用いられている初立、

i角ばった鮪平な石で、系金計1，41、y
きにも主主Iし、信州治コら採れる鉄車石

jに似ています。この種の石は近隣
3では求められず、それは箱根の山
喜ろ〈の小白原市般府}I!iこ見ること

;古?できます。 ζの石は「相府Jfir}J

Zと呼ばれ、主琵府lili'9方の白糸I11中

;流付近よb流出した輝石安山岩田

言語奇岩で、籍根火山を作品告期外輪

主凶溶岩の)部なむです。

E 縄文時代の人々は、なぜそんな
言遠い所から石毛彊ばなげればなら
な

5なかったのでしょうか?致活住居
さの中には、混在の栢襖JlIにむく瞥

過に3sられるm原おを敷きつめた
住居も上/入1童跡で星組問されてお

さと

一一刊
で
あ
る
子
は
、

S

で
で
き
る
、
内

一
べ
と
い
う
よ
だ
す
べ
て
の
教
裂

印

悶

む

よ

EgrJす
か
た
白
子
も
中

f

に
は
い
ま
す
が
、
間
話
や
社
会
は

お
よ
く
で
き
る
が
、
算
数
や
理
斜
の

問
ガ
箇
は
で
き
な
い
子
も
い
ま
す
D

粧
ま
?
さ
の
逆
白
子
も
い
ま
す
。
樟

…
一
肯
や
邸
主
や
苦
楽
な
と
の
方
憶
は

つ
年
坐
の
掃
の
子
で
ヲ
。

E
の
い
い
が
、
用
語
や
算
数
ゃ
い
社
会
や

数
引
材
も
平
均
し
た
点
を
と
っ
て
き
理
掛
が
で
き
な
い
子
も
い
ま
す
。

て
く
れ
れ
ば
よ
い
巴
で
す
が
、
ま
平
均
し
て
よ
く
で
き
る
ζ

と
が

ち
ま
ち
で
す
。
幼
稽
院
時
代
か
己
浬
想
で
す
が
、
し
か
し
九
部
分
の

絵
を
需
く
の
を
得
意
と
し
て
い
た
子
供
は
、
閉
じ
よ
う
な
点
は
と
れ

白
で
、
そ
の
方
は
い
い
の
で
一
す
が
ま
せ
ん
。
そ
と
で
も
し
そ
の
子
炉

ど
す
フ
も
算
数
や
弾
料
が
嫌
い
な
の
持
ち
前
の
カ
を
精
一
杯
発
揮
し
で

か
、
内
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
い
る
の
で
し
た
、
b
、
そ
の
持
ち
味

の

よ

ラ

に

し

た

ら

い

い

善

に

し

た

が

っ

γ手
棋
を

で
し
ょ
一
っ
か
。

¥
j
減
努
生
か
し
て
や
る
よ
フ
に

大

部

分

の

器

、

子

一

ヤ

習

し

て

い

〈

ζ
泉
大
切

供
の
成
績
を
期
待
し
、
可
抗

ν噛
F
A仙
で
す
J

。
嫌
い
な
も
の
を

い
い
点
を
と
っ
て
く
れ
広
町
子
れ
は
無
理
じ
い
す
る
こ
と
は

る
よ

E
L願
っ
て
い
ま
誠
畿
簿
喝
か
え
っ

τ子供
の
性
塔

ず
。
し
か
レ
子
供
は
、
唱
を
長
め
る
縮
問
択
を
轟
く

そ
れ
ぞ
れ
白
持
ち
前
の
力
が
あ
p
場
合
が
あ
り
J

ま
す
。
〔
評
き
ζ

そ

ま
す
、
そ
む
持
ち
前
自
力
が
十
分
も
の
の
上
手
な
れ
〕
と
い
立
絡
が

に
発
揮
し
た
か
ど
す
っ
か
が
成
絹
に
あ
り
ま
す
が
、
好
き
な
も
む
に
自

費
わ
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
す
。
信
持
た
せ
る
よ
吉
、
何
か
で
き
た

兄
弟
白
場
合
で
も
性
格
が
嘩
ぎ
の
場
合
に
は
、
ほ
め
、
認
め
て
や
る

と
同
む
よ
ラ
に
、
持
ち
前
の
刀
が
こ
と
が
、
曲
白
救
斜
へ
皇
発
展
し

違
い
ま
T
。
よ
く
「
二
人
合
わ
せ
い
て
い
く
結
果
と
な
り
ま
す
。

て
、
二
で
割
れ
ば
了
間
泣
い
い
」
と

体認のE吉BI立与めにお申し込みそを

<)巡沼日稜 4月24日(8)1僚寺"-'15時金缶公民

館〈金閏地三自治会)/4月27日(:<1<)、 5J'll0 

尽く火〉、 11日 (7]0日産車体

冊一一一く〉一一一-<)一一一一ーや十一一一切

ややく〉ご、品カ品 ~b'とうございましたく〉ぐ>0

高砂電糾60京、揖内地夜自治会99京、岡崎地忽自

治会94本、全紙畠175本@
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